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 司  会  ①菅兄     ②宮川兄                ③原健兄 
 奏  楽 
 私の最新本｢バカの壁を超えるもの｣が好評である理由のひとつは､日本キリスト

教団総会議長の山北宣久先生が､すばらしい紹介文を｢本のひろば｣にのせて

いてくださっているからである。私はリベラルな世界では無名の新人であるが、

日基のトップがほめて下さって､カルバリーチャペルにとっては､まことに幸いである｡

福音派に対する証詞であり、青学神学部への恩返しでもある。 

祈  祷         ①高木師                ②多田兄          ③右沢兄 

使徒信条 

賛  美  聖歌５２０番   

（目をあげよ）        

                      （主イエスをほめよ） 

聖  書                       ①                                                ヨハネによる福音書５章２～９節  この本には、驚異的成長の秘訣がタップリつまっている。 
                                                ②③ ローマ人への手紙１４章１～８節  １．メッセージが直截的である。福音の真髄が語られ、立ち上がらせていく力に

みちている。  ２．解放、肯定、祝福、受容にみちている。悪霊の支配を打ち

砕くパンチ力に満ちている。  ３．例話が豊富である。大川牧師の幅広い交友

関係、また豊かな読書量による例話がメッセージを際出たせる。 

 

 

音  楽  ①                     Cloud By Day 

       ②③ ゴスペル・クルー 
 

 

 ４．聖書の引用が決定的である。例話やジョークが引きつける要因であるが、

みことばそのものが豊かに人々の心に染み込んでいく。 

メッセージ ①                  「良くなりたいか」 川村哲夫副牧師 

    ②③  「腹いっぱい食べて尊敬しましょう」 大川従道牧師 

  ５．実践的態度を促すことに一貫している。思ったら実践する。態度はあなた

にとって最も大切なものである。  ６．アーメンで終わる。どの説教も「アーメン」

という力強い言葉に集約していく。説教者がアーメンというだけではない。会衆と

ともに唱和していくのである｡  ７．積極的､肯定的姿勢が貫かれている｡どうし

ても否定的消極的になりがちな人生の中で、福音による進軍ラッパが吹き鳴ら

されている。 

賛  美  献金 

主の祈り 

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 本日の「宴会礼拝」は、久々の「人間劇場」と福音漫才（二人弟子）と倉知先生の

ショートメッセージです。ご期待下さい。４時～５時１０分。  これらの特長を通奏低音的に貫いているのは「笑い」である。こうした笑いの

行きつくところは次の点であろう。「私たちのマイナスは必ずプラスになります」―

――とばしとばしの引用であるが､こんな高い推薦文なら､だれでも読みたくなる

だろう｡実は､私ももう一度､この７つの視点から読み直して味わってみたいと思った｡

もし先生にお会いすることがありましたら、心から御礼を申し上げたい。 

・ 本日､入門Ⅲ､手話､学生､青年､囲碁､ＧＭ､ゴスぺル､ジョイフル、ＳＳ教師会あり｡ 

 

・ 今週も祈祷会を大切に。水曜夜７時半は山本土生夫神学生と大川牧師。 

木曜朝１０時半は大野義也神学生と大川牧師です。ご期待下さい｡ 

・ 週一回の「伝道礼拝」は、火曜２時～３時。説教は小崎淳広師。 
「センキュー（宣久）」。宣教に用いられますようにお祈り下さい。 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半｡説教は千葉洋平神学生｡ 
 

・ 英語礼拝は、土曜夜７時半～８時４０分。説教はＲ．シューラー師（ラジオ持参）。 
宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

・ ご婚約おめでとうございます。角田武己様と三上麻友子様。第３礼拝直後。 
A コース：Ⅰコリント３章～８章  B コース：詩篇１１９篇～１３５篇 

・ 来週の「宴会メニュー」は、松本優香さんによるゴスペルコンサート。 


